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泥汚染布の洗浄について

Ⅰ　緒　言

衣服の汚れには生活環境からの汚染,身体的分泌物か

らの汚れなどがあり,その汚染された衣服･材料の洗浄

について,またこれに関連した人工的汚染布などの洗

浄,さらに洗剤の洗浄能力などいろいろの角度からの報

告が多くある｡

ここでは衣服の汚れの一つとして汚れ除去が比較的困
1)

難とされている土壌汚染の洗浄を試みた｡

土壌汚染は衣服への付着の仕方,油脂塀などの共存の

有無,また土壌の組成などによりその性状汚染量などに

相違が出るであろうが,ここでは地域的な土壌とし本学

校庭の表土を用い一般的方法として湿式にて綿の人工泥

汚染布を作製して洗浄を試みた｡

Ⅱ　突放方法

1　汚染布の作製

(1)試料布

鐘紡天児級(日本油化学協会洗浄力委員会より提供を

受けた｡)

タテ23S,ヨコ23S,密度タテ60/インチ,ヨコ60/イ

ソチ,表面反射率84.4%の5 × 4cmを使用した｡

(2)試料土壌

本学校庭の表土を採取した｡

夙乾土壌を磁製乳鉢にとり塊りを粉砕し,孔径1mm

の節で節別し,通過土壌をさらに_乳鉢で粉砕し,次150

メッシの舘で2回節別した紳士を用いた0

2)3)4)

試料土壌の理学性としては次の通りである｡

地質:第4紀洪積世後期浅川扇状地層

土色:風乾土　灰味責茶　2.7Y　4.2/1.9

海　士　暗い責茶　2.3Y　2.6/1.3

水分ニ　　　　　　5. 1%

灼熱減量:　　　8. 3%

腐植含量:　　　2.4%く炭素含量: 1.4%)

熟塩酸溶出銑量: 3.7% (Feとして)

鯵質粘土含量: 15.9%
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(3)使用水道水

本学の水道水を用いた｡全硬度55 ppm, pH 6.80

(4)汚染布の調製

紳士を水に分散させた泥水中に試料布を浸漬振盤す

る｡ポリエチレン500cc広口瓶に紳士10g, 200C水道水

200ccを加え良く振り混ぜた後,試料布1枚を入れて密

栓する｡瓶を水平にし縦方向に振温器で振幅5.2cm, 1

分間200回の往復振盤を200Cの恒温で7時間行なう.あ

と布10枚を3 1の洗面器に水道水を満たした中で30秒間

ずつ3回すすぎ,ろ紙間に挟み押えた後,室内で夙乾す

る.デシケ-クーに入れ50Cの冷蔵庫に操管した｡汚

染して8 -10日後に洗浄処理に供した.

(5)供試汚染布

汚染布への付着土壌の定量は困難であるので汚染の程

度を反射率により求めたo常法により島浄コタキ5D型

光電積分球拡散反射率測定装置で測定した.

表裏2ヶ所の表面反射率の測定による平均反射率が

45.5%であり,表裏ともに45.5±1.5%のものを洗浄処

理に用いた0

2　洗浄処理

数雀の試薬による前処理を施した後,合成洗剤と石鹸

による2種塀の洗浄処理を行なった｡

(1)前処理

それぞれの処理における供試汚染布は4枚ずつであるo

ィ.亜硫酸ナト.)ウムr(無水)の3%水溶液50ccに汚

染布1枚ずつを浸潰し200Cの恒温で18時間放置する｡あ

と36.-37OCの純水の微温湊lOOccで5分間硝子棒で静か

に茂挿し,さらに1分間ずつ3回繰り返しすすぎ,室内

で夙乾する｡

72.亜硝酸ナト1)ウム(無水)の3%水溶液でイの場

合と同様の処理を行なう｡

へ　-イドロサル7ァイ下の3%水溶液でイの場合と

同様の処理を行なう｡

こ.篠酸(無水)の1%水溶液でイの腐食と同様の処

理を行なう0
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*.次亜塩素酸ナト1)ウム水溶液(有効塩素4.8%)

50ccに汚染布1枚ずつを浸潰し200Cで60分間放置するo

あと洗面器に水道水(250C)を放流しながら60分間浸漬

してすすぎ,風乾する｡

へ.ホの次亜塩素酸ナトリウム水溶液による処理の

級,さらにこの穆酸水溶液による処理を行なうo

(2)洗剤による洗浄処理

ィ.調製合成洗剤の0.2%溶液(水道水)による｡

ドデシルペソゼソスルホソ酸ナトリウム25部,トリボ

1)燐酸ナト1)ウム(無水) 27部, cMC3部,硫酸ナト

リウム(無水) 45部の組成のものを用いた｡

東洋精磯s IB型洗浄試験磯により洗剤溶液100ccに

対し汚染布(前処理をしたもの) 1枚ずつをポットに入

れ40oCにて20分間洗浄処理する｡すすぎは1枚ずつ40

±2oC, 100ccの水道水で1分間硝子棒で静かに授挿

し,あと3回繰り返す｡室内で夙乾する｡

ロ.マルセル石鹸溶液(水道水)の煮沸洗浄による0

30oCの0. 3%石鹸溶液50ccに汚染布(前処理をしたも

の)を1枚ずつとり, 10分間で沸騰に至らしめ, 30分間

静かに煮沸する.その間10分間に1度の割合で天地返し

茂搾するoすすぎは1枚ずつ40± 20C, 100ccの水道水

で5分間硝子棒で静かに畏挿し,あと1分間ずつ3回操

り返す｡室内で風乾する｡　　　　　　　　　　90

(3)洗浄効率

常法に従って,試料布,汚染布,前処理

布または洗剤洗浄処理布の表面反射率をRo,

Rs, Rwとし,洗浄効率(%) - (Rw-Rs)

/(Ro-Rs) ×100の式より求めたo　前処

理布,洗剤洗浄処理布ともに表裏2ヶ所の

反射率を測定した｡

Ⅱ　結果および考察

1　汚染布の調製については汚染量

0　　　　　0　　　　　06　　　　　5　　　　　4洗　浄　効　率

(反射率)と振塗時間の関係を図1に示　　○

したo振温時間を長くしても汚染量はあ

がらない｡汚染むらの少ないものを得る

ため7時間振塩を行なった｡

2　前処理による洗浄補助の効果とあと

続いて行なった合成洗剤,石鹸による洗浄

効率を図2に示した｡

洗浄効率の最も高いものは次亜塩素酸ナ

トリ･ウム･篠酸一石鹸溶液煮沸であったo

前処理が同一のものについて見ると石鹸溶

液煮沸によるものの方が合成洗剤洗浄のも

のより高い効率が得られた｡前処理を施し
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たものは処理試薬の違いにより効果に優劣はあるもの

の，あとの洗剤による洗浄によって，洗剤のみの洗浄に

よるプラソクよりほ効率が上まわっている。このこと

は，前処理で使用した試薬はいずれも還元性または酸化

性に富んだものであり繊維を脆化させない程度の濃度の

水溶液であるが，土嚢中の鉄分，腐植有椒物を水に可溶

化または漂白の効果をもたらしたためであろうと患われ

る。あとの洗浄処理により前処理では脱落し得なかった

汚れがさらに除去されたためこのこ浴処理法に効果が現

まっれたものと思われる。

前処理方法別による合成洗剤洗浄および石鹸液煮沸洗

浄による分散分折衷を蓑ユ，表2に示した。

いずれも有意水準1％で洗浄効率に有意の差がある。

表1前処理方法別調製合成洗剤洗浄効率の分散分析

表

要因トsl≠】Ⅴ 剩b�

Al2911可　　5l582・3 劍���ｨ�｢�#cH�Cr�

el91膏卜　4212・2 剪�

計13002・9 鼎r� ��

F（5，42，0．01）＝3．49

表2　前処理方法別石鹸溶液煮沸洗浄効率の分散分析

表

F（5，42，0．01）＝3．49

また前処理方法別による相互間の洗浄効率を比較する

ためにg．S．d．を求めて表3，蓑4に示した。

表3　前処理方法別による相互間の洗浄効率比較

（調製合成洗剤にて洗浄処理）
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Z．S．d．（0．05）＝1．49，g．S‘d．（0．01）＝1．99

前処理なしの汚染布の洗浄効率は・甲・2土1・5％一（95

．％停頓率）である。

注　表3，蓑4ともに

1★★‥・・・・有意水準1％で差のあるもの。

2　★　…‥・有意水準5％で差のあるもの。

3　N・…‥有意の差のないもの。

4（）内の数字は洗浄幼率であり，推定の信頼

限界の幅は95％の信頼率で表3は土1．1，表4は

士1．2である。

表4　前処理方法別による相互間の洗浄効率比故

（石鹸溶液の煮沸洗浄）

乙S．d．（0．05）＝1．70，g．S．d．（0．01）＝2．27

前処理なしの汚染布の洗浄効率は，49．0士2．0％（95

％膚旗率）である。

前処理において各試薬による洗浄補助的効果の優劣が

あとの洗剤による洗浄効率に必ずしもそのまま一致して

いない結果になった。土壌の複雑な組成と性状に対し試

薬の反応の適い，また反応生成物および土壌と繊維との

吸着の状況，洗剤の作用の機構などいろいろの要因と相

まって解明は困難と思われるが今後の研究にまちたい。

また合成洗剤洗浄処理と石鹸溶液煮沸洗浄処理の効率の

相違についても同様のことが言えよう。

Ⅳ　要　約

（1）土壌による衣服汚れの洗浄方法の一つとして湿式

による派汚染布を調製してその洗浄を試みた。

（2）前処理として還元斉はたは酸化剤を用いて汚染布

の土壌成分中の分解除去可能のものを除いた後，調製合

成洗剤を用いてラウソダオメーターによる洗浄処理およ

び石鹸溶液煮沸による二種類の洗浄処理を行なった。

（3）前処理には　ィ．亜硫酸ナトリウム，　ロ．韮硝

酸ナトリウム，　ハ．ハイドロサルファト，　こ．篠

酸，　ホ．次亜塩素酸ナトリウム，　へ．次亜塩素酸ナ

トリウムあと確酸，のそれぞれの水溶液浸溝を行なっ
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た。この段階での効果ではイ亜硫酸ナ日月沌佃効果が

高く，これに次いでへ次亜塩素酸ナトリウムあと確酸，

であったがあとの洗剤による洗浄を行なったところ，へ

の前処理をしたものが濃も良い効率を示した。

（弔　いずれの前処理を施した汚染布も，洗剤洗浄匿よ

り，洗剤のみの洗浄のものより高い洗浄効率が得られ，

二浴洗浄の効果が認められた。

（5）調製合成洗剤による洗浄よりも石鹸溶液煮沸によ

18

る溌静の方が高い効率であった。
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